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い と ぐ ち

骨や関節のよ うに,感 染 に対す る抵 抗が,他 の組織,

たとえば腹部内臓等 と較べ る と弱 い組織 においては,臨

床医学上,抗 生物質が果 している役割 は大 きく,過 去 に

於いては想像 もされなかっ た ような手術 が可能 となった

のは,抗 生物質の使用によ り,は じめて到達で きた とこ

ろである。たとえば,人 工関節置換 や,開 放性骨折の金

属材料による1次 固定 は抗生物質 な しでは全 く不可能 と

言えよう。

さて,以 上の ような抗生物質 の治療 については,抗 生

物質の作用機序に関 してまだ種 々の未 知な領域があ り,

いつぼ う,感 染菌 の菌種 お よびその感受性 に も問題が残

されているが,さ らに,そ の組織 内濃 度が抗生物質の治

療効果をあげるのに,重 要 な意義 を有 してい るのは言 う

までもない ところである。

しかし,骨 髄内,ま た は骨髄血腫 内への抗 生物質の移

行濃度に関す る報告 はまだ少な く,以 上の臨床 成績を裏

付けるには充分 とは言 えぬ現況 である。

ゆえに筆者は,家 兎を用い て,骨 髄 内,骨 折血腫内へ

の,種 々の抗生物質 の移行濃度 を測定 して,内 外の学会

に発表をつづけて来たが1～23),本論文に おいては,セ フ

ァロリジン,セ ファ ロシン,セ フ ァゾリン等のセ ファロ

スポリンC系 抗生物質 と,こ れ らと類 似の構 造を有 して

いるペニシ リンGに つい て,こ れ らを全 身投 与 した場合

の,血 中濃度お よび骨髄 内移行濃度 を ヒ トについて検討

した。

実験材料お よび方法

心肺機能が正常であ り,肝,腎 機能 に も変化 のない整

形外科的疾患者で,腸 骨櫛か ら骨移植 を要す る ものを,

本実験の対象 とした。各抗生物質群 に つ い て,22症 例

において実験を行 なつた。 これ らの症 例 はTable1～4

に示した とお りで ある。

すなわち,以 上 の患者 にて,該 抗生物質 を投与後,30

分,60分,90分,120分,150分,180分 の一定 の時

間経過につれ,一 側 の腸骨縁で は,小 宮式穿刺針 で骨 髄

穿刺を行ない,他 側 の腸骨縁で は,移 植骨片採取部 の骨

創からの骨髄出血 を採取 し,各 抗生物質濃度 を 枯 草 菌

PCI-219を 試験菌 とす る大久保氏 の帯 状 培 養法10～24)で

測 定 した。

なお,各 セフ ァロスポ リンC誘 導体お よび ペニシ リン

Gの 投与量 は10mg/kgで あ り,全 実 験 例 と も に,

G.O.F.に よる気管 内麻酔の もとに上述 の操作 を 施 行 し

てい る。本麻酔は,全 身 の血液 循環 を最 も生理的に保つ

方法であ る と言われ ているが,術 中の血圧を正常に保つ

よ うに慎重 を期 し,ま た出血量 が150mlを こえた もの

は,本 実験か ら省略 した 。さ らに補液について も,な る

べ く最小限 に留 めている。

本論文は こ うして得た 各種 セ ファロス ポ リン誘導体 お

よびペ ニシ リンGの 骨髄 内濃度 について報告す るもので

あ り,骨 髄穿刺時 と同時 に,肘 静脈か ら採取 した循環血

について も,本 論文 で発表 を行な う。

実 験 成 績

Table5～8は ペ ニシ リンG,お よび上記 のセフ ァロ

スポ リンC誘 導体抗生 物質の血 中濃度で あ り,Table9

～12は,同 じくこれ らの抗生物質の骨髄 内移 行 濃 度 で

ある。

ペ ニシ リンG症 例群 に お い て は,血 中濃度は投与後

30分 に,そ のピークを有 し,90分 頃か ら次第 に低下す

るが,骨 髄 内濃度 も,こ れ と同様のパ ターンで変化 を示

し,そ の濃度は血 中濃度 の約1/3で あった。

いつぽ う,セ フ ァロスポ リンC系 抗生物質 も,す べ て

30分 値に血中濃度 の ピー クを有 し,90分 値で著 明に減

少 し,の ち徐 々に低下す るのはペ ニシ リンGの 実験症 例

群 にみ られた血中濃度 に類似 してい る。 また骨髄 内濃 度

も,す べて30分 値 にピー クを有 してい るが,そ れ以後

の低 下は血中濃度 の変化 の ように急激では なかった。

また,セ ファロスポ リンC系 抗生物 質症例群 におけ る

骨 髄内移行濃度は,血 中濃 度の約1/3で あ るが,セ フ ァ

ゾ リンでは,投 与後120分 までは1/2弱 の値 を示 してい

た 。

考 按

前 回の報告11～14)において,著 者はセ フ ァロ リジ ン,セ

フ ァゾ リン,セ ファ ロシ ン等 のセフ ァロスポ リンC系 抗

生物 質について,家 兎 を用 いた実験 を行ない,今 回 の臨



2 CHEMOTH ERAPY FEB. 1974



VOL. 22  NO. 1 CHEMOTH ERAPY 3



4 CHEMOTH ERAPY FEB. 1974



VOL. 22  NO. 1 CHEMOTH ERAPY 5



6 CHEMOTH ERAPY FEB. 1974



VOL. 22  NO. 1 CHEMOTH ERAPY 7



8 CHEMOTH ERAPY FEB. 1974

床実験 とほぼ 同様 の成 績を得てい る。前述 した とお り,

ヒ トにおけ る実験成績 は,麻 酔状藤態下 に お け る血液循

環,腎 機能,出 血量,補 液 と言つた問 藤題が あ り,こ の

点,誤 差を生 じる ことを考慮 に入れねば な らないが,前

回発 表の動物実験成績 に より,本 臨床実 験成績 の正確度

は裏 付け られ得 ると言 えよ う。

前述 した とお り,抗 生物質療 法時 には,そ の治療成績

を左右 す る種 々の条件が あげ られ てい るが,こ れ らの 内

で も,組 織 内移行濃度は治療成績 の向上 に資す る重 要な

条 件で ある。

このた め,著 者は,動 物実験につづ いて,ヒ トにおけ

る抗生物質 の骨髄 内移行濃度を,ペ ニシ リンG,お よび

セ フ ァ慨スポ リンC系 抗生物質について測定 し,2,3の

興 味あ る成績 を得たので発表 した。

ま と め

1) 循環系,腎,肝 機 能に異 常のない骨関節疾患患者

の協 力を得て,各 々,セ フ ァロリジ ン,セ ファロシン,

セ ファゾ リン等 のセフ ァロスポ リンC系 抗生物質,お よ

び ペ ニシ リンGを 筋注投与 し,そ の後,経 時的に腸骨縁

に て骨髄穿刺 を行 な うと同時 に,肘 静脈か ら採血 を行 な

い,上 述の抗生物質 の骨髄 内濃度,血 中濃度を,帯 状培

養法(大 久保)で 測定 した。

2) 骨関節感染症 の治療 に お い て は,そ の組織 内濃

度,と くに骨髄 内濃度が治療成績 を左右 す る重要な条件

を占めてい るので,以 上 の臨床実験成績 に対 す る考按を

行 なった。
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AN EXPERIMENTAI STUDY ON THE CHEMOTHERAPY FOR SUPPURATIVE 

INFECTION OF THE OPEN INJURIES OF BONE AND JOINT (PART 4) 

SHIGERU KONDO 
Department of Orthopaedic Surgery, Osaka Medical College, Takatsuki, Osaka

Antibiotic concentrations were assayed in both human bone marrow and blood. The antibiotics 
examined here were cephalosporin C ones such as cephaloridine, cephalothin, and cefazolin ; penicillin 
G was also examined because its molecular construction resembled cephalosporin C antibiotics. 

After administration, the iliac crest was aspirated at 30, 60, 90, 120, 150 and 180 minutes, and at 
the same time the cubital vein was also punctured to obtain the material. In these materials, the 
antibiotic concentrations were assayed by means of OKUBO's band culture method with Bacillus subtilis 
PCI-219 as the test organism. 

The experimental results were published and discussed to make a support for the chemotherapy of 
suppurative infections in bone and joint, because the antibiotic concentration in the osseous tissues 
was considered to be one of the most important conditions in the antibiotic treatment for the bone and 

joint infections.


